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1. はじめに 

我が国の小麦供給は輸入に大きく依存しており，近年の不安定な国際情勢に鑑みると，食料安全保障の

観点から，国産小麦の生産拡大や生産性向上は重要な課題である。そこで農林水産省では，ブロックロー

テーションや営農技術・機械導入等による生産性向上や増産を支援する等，国産化の推進を行っている

（農林水産省 2023）。今後，このような政策の効果検証やさらなる政策立案を行うためには，市町村等の行

政区画やより広域な地域を対象とした，作付状況の経年的な把握，及びそれに基づく生産性向上や経営

安定化等に関する分析が重要となる。さらに，行政の限られた予算の中で実態把握・分析を行うためには，

簡便で安価な手法が利用できることも重要である。しかし，こうした観点からの研究はあまり進んでいない。そ

こで本研究では，簡便かつ安価な手法による，秋播き小麦作付状況の経年的把握を目的とし，農林水産省

が公表する農地区画情報の筆ポリゴンと Sentinel-2 の光学データという無償データおよびオープンソースソ

フトの QGIS を用いて，小麦作付の有無を推定し，その精度の検証を行った。なお本研究では，ブロックロー

テーションによる麦・大豆の作付けを実施していることで知られる愛知県安城市を事例とした。 
 
2. 方法 

2018 年から 2023 年の 6 年間において，小麦の成長が進むため他の土地利用との区別がつきやすい 3
月から 4 月の Sentinel-2 データを各年１シーン選択し，それぞれの正規化植生指数（NDVI）を算出する。そ

れら NDVI データと筆ポリゴンを重ね，筆ポリゴンと重なり合っている範囲の NDVI の中央値をその筆ポリゴ

ンの NDVI 値とした。次に，安城市全域の筆ポリゴンにおける NDVI の平均値を閾値とし，平均値以上を転

作による秋播き小麦作付地，平均値未満を非転作地と仮定して筆ポリゴンを分類し，6年分の秋播き小麦作

付マップを作製した。その後，本手法の精度を検証するため，小麦と水稲の作付状況を記載した同市高棚

町農用地利用計画図と本分析で作製した作付マップを比較し，小麦の作付有無の一致率を計算した。 
 

3. 結果と考察 

分析の結果，安城市のブロックローテーションによる秋

播き小麦の作付状況を，無償データとオープンソースソフト

のみで経年的に把握することができた。結果の検証のた

め，2018 年から 2023 年の高棚町農地利用計画図と筆ポリ

ゴンを重ねて小麦作付の有無を圃場ごとに整理し，分析結

果の作付マップと比較したところ，各年とも筆ポリゴン数で

は分析結果の 84.7%から 91.8%，面積では 89.5%から

96.6%が，計画図と一致し（表 1），本分析による作付状況

把握の精度が 90%程度であることも明らかとなった。閾値

設定の改良や他地域への適用可能性の検討を行うこと

で，簡易的かつ高精度の秋播き小麦作付状況把握が可能となり，その結果をもとにした政策の推進や，ブ

ロックローテーションによる生産性向上，経営安定化等の分析への発展が期待される。 
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表 1 高棚町農用地利用計画図と 

分析結果との一致率  
一致率(%) 

(筆ポリゴン数) 
一致率(%) 

(面積) 
2018 89.8 96.1 
2019 89.1 95.7 
2020 84.7 89.5 
2021 91.1 96.4 
2022 91.8 96.6 
2023 88.8 94.7 

 


